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報 道 と テ キ ス ト 処 理
宮沢首相 ｢労働倫理｣ 発言 に つ い て
林 暢夫
(平成4年11月 2 日受理)
要 旨
本稿は い わ ゆ る宮沢首相の ｢労働倫理｣ 発言 に つ い て そ の経緯を要約 し ､ 発言内容と報道内容
の主 と して 言語的側面に 若干 の 考察を加え る とと もに ､ マ ス コ ミ に お け る異言語間 コ ミ ュ ニ ケ ー
シ ョ ン の 問題点の - ､ 二 を指摘し よ うと するも の で あ る｡
キ ー ワ ー ド
宮沢発言 ､ 報道記事､ 翻訳 ､ エ デ ィ テ ィ ン グ､ テ キ ス ト処理 ､ ソ ー ス ･ テ キ ス ト､ ニ ュ ー ス ･
テ キ ス ト
1 経 緯
周知の とお り後に い わゆ る宮沢首相 ｢労働
倫理｣ 発言と称さ れ ､ 内外 に物議 をか も した
発言は ､ 1992年 2月 3 日 ､ 衆議院予算委員会
に お け る自由民主党議員武藤嘉文氏の質問に
対する答弁 の 中で行な われ た も の で ある｡
同 2月 3 日夕刻 ､ 在京の A P､ A F P､ ロ イ
タ ー な どの 外国通信社は 一 斉に ｢働く倫理観
が欠け て い る｣ と い う部分 を取り出して こ の
1)
発言を報道 し た ｡ ロ イ タ ー は ｢言葉の 戦争の
2)
激化｣ を物語ると い う コ メ ン トも加 えた ｡
ア メ リ カ で は 三 大ネ ッ ト ワ ー ク が 2月3 日
(現地時間) 夜の 全国 ニ ュ ー ス で ト ッ プに扱
い ､ そ ろ っ て こ の 発言を批判 した ｡ C N Nも
3)
繰り返 し発言を取 り上げ る｡
ニ ュ ー ヨ ー ク ･ タ イ ム ズは 2月 4 日 (現地
時間) 付け 一 面に 準 ト ッ プ扱 い で こ れ を報 じ
4)
た ｡
さ て ､ 2月 3 日 (日本時間) 夜､ すな わ ち､
予算委員全開催当日の 晩 ､ 外務省は 直ちに 英
(は な ぶ さ) 外務報道官の 談話 を発表し ､ 首
相発言 の 真意 とす る内容 を述 べ た う え で ､
｢誤 解を生ん だ とすれ ば 遺憾 だ｣ と釈 明 し
5)
た ｡
国内の 新聞で は ､ 例 えば ､ 朝日新聞は 2月
4 日付 け 2面 (14版) で報道す る｡ た だ し ､
同 日付け 5面 (13版) に掲載され た予算委員
会の ｢焦点採録｣ で は武藤氏と首相との 質疑
応答は 政治改革に 関するもの の み をとり上 げ
た ｡
翌 2月 4 日午前 ､ 加藤紘 一 官房長官は 閣議
後の 記者会見で ｢ 一 部をと っ て 伝え られ た の
は残念だ ｡ 真意は マ ネ ー ゲ ー ム の ような もの
が ､ 本 当に モ ノ を生産 し ､ 価値 を作 るの か と
い う ､ 日本に もある バ ブル 批判 に言及 した も
の だ｣ と述 べ ､ 米国労働者を批判した 内容で
は な い と強調する と とも に ､ 外交 ル ー トを通
じて 発言の 真意 を米政府 に伝え た こ と を明ら
6)
か に した ｡
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同 2月 4 日の 予算委員会 で は 公 明党の 市川
雄 一 書記長が ､ 3 日の 首相発言の 真意 を質 し
た の に対 して ､ 宮沢首相は ｢倫理観と い う言
葉 を使 っ た の が ､ 誤解 を招 い た の か も しれ な
い が
､ 米国の労働者を批判する趣旨で は な い｣
と説 明し ､ ｢報道 は真意を伝 えて い な い｣と述
べ た ｡ また ､ こ れ に先立 っ て ､ 新聞記者の質
問 に ｢速記録 を全部読ん で くれ れば分か る こ
とだ か ら ｡ 別に 問題な いん じ ゃ な い で すか｣
7)
と答えて い る ｡
米政府 は どの よう な反応 を示し たか ｡ 2月
3日 (現地時間)､ ホ ワ イ ト - ウ ス の フ ィ ツ
ツ ウ ォ ー タ ー 報道官 は ､ 米国の 労働者は ｢働
き者で競争力に富み ､ 世界に並ぶ老が い ない｣
と述 べ ､ ｢日米両国の 政府関係者が互 い の 国
に つ い て こ うした コ メ ン トをする こ と は好 ま
8)
し く な い｣ と ､ 不快感 を表明し た ｡ ブ ッ シ ュ
大統領も ､ フ ィ ツ ツ ウ ォ ー タ ー 報道官の コ メ
ン トを支持すると言 い ､ ア メ リ カ人労働者を
弁護 し た が ､ 外交 ル ー トを通 じた 日本政府の
素早 い 対応 が 功 を奏 し た た め か ､ 同時 に ､
｢宮沢首相の (発言の) 訂正 も見た｣ と述 べ ､
莱 (はなぶ さ) 外務報道官に よる釈明コ メ ン
9)
トを受け入れ た こ とを明ら か に した ｡ また ､
国務省の タ ト ワ イ ラ ー 報道官 も記者会見 で ､
こ の 問題に 決着が つ い た (
"
clo s ed
"
) と述 べ
10)
る ｡
日米の 政府間で は 一 応の 決着が つ い た が ､
当時､ 大統領選 に立候補を表 明して い た 共和
党の パ トリ ッ ク ･ ブ キ ャ ナ ン は 早速 ､ 遊説中
の ニ ュ ー ･ ハ ン プ シ ャ - 州 で宮沢発言 を批判
し ､ 日本に対 して は 厳し い 態度 をと らね ばな
11)
らな い と支持者を前 に熱弁 をふ る っ た ｡
こ れ以 降 ､ ｢別 に 問題な い ん じ ゃ な い で す
か｣ と い う首相の 予想に 反 して ､ 各界各層か
ら様 々 な批判が噴出 し ､ 波紋は 当分続く こ と
に なる ｡ 例 えば ､ 日本車を人前で 叩き壊して
み せ る な ど と い う露骨 な反日感情の爆発が 一
部で み られ た り ､ 日本製品の 不買運動が起 こ
っ た り ､ 日系企業の 駐在幹部 らが首相発言の
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釈明に 大弱りをする な どと い う事態が生 じた
12)
の で ある ｡
2 発言内容とそ の 報道
と こ ろで ､ 問題と な っ た 宮沢 首相の発言で
あるが ､ 議事録に 直接あた る余裕が な か っ た
の で報道された 範囲 の もの を ､ 多少長 い が ､
武藤氏の発言も含め て ､ 以下に 引用 する ｡
武藤議員 人間は 働くと ころ に人間の良さ
がある ｡ 働き過 ぎは い け な い が ､ 与え られ た
間だけ は き ちん と働く の は正し い 勤労の姿だ ｡
米国の 方に分 か っ て い た だ く よ うに 日本は 努
力を して い く べ きだ ｡
宮沢首相 誠に 良く分 か るお 話を聞か せ て
頂 い た と思 うが ､ 確か に ､ 今 ､ ア メ リ カに 欠
けて い るも の と い うか ､ こ の十何年 ､ こ こ に
至 っ た 所以を見て い くと ､ 物を作ると い う か ､
価値 を産む と い うこ と に つ い て の解釈が非常
に ル ー ス に な っ た と申すか ､ こ れは ､ マ ネ ー
マ ー ケ ッ ト で も価値を産む に違 い な い だ ろう
と か ｡
額 に 汗して 一 つ の ものを創造して い くと い
う､ そ う い う勤労の倫理と い うもの がこ 色 々
な こ とに 関係あ っ たが ､ コ ン ピ ュ ー タ に もや
は り関係が あ っ て ､ 大学を出た 人が大変 な高
給 で ウ ォ ー ル ス ト リ ー ト に た く さん入 っ て い
っ て し ま い ､ そ の 結果として ､ 物を作る エ ン
ジ ニ ア が どん どん減 っ て し ま っ た こ とを ､ 武
藤議員も私も見て い る｡
そ う い う こ とで 良い の か と考 えて い るうち
に ､ マ ネ ー マ ー ケ ッ トが進み ､ ジ ャ ン ク ボ ン
ドに な っ た が ､ ジ ャ ン ク ボ ン ドは ､ 本当に あ
る意味で言葉が 示すよう に危険 な もの で あり ､
L B O､ レ バ レ ッ ジ ド ･ バ イ ア ウ トと い う も
の も､ 全く自分で 手金を持た ずに人の もの を
買収 し､ そ の まま利子 が払 えな く な っ て 倒産
して し まうと い う ､ 誰が考えて も長続き は し
な い こ とを こ こ 十年余りや っ て きた ｡ 私 は ､
報道 と テ キ ス ト処 理一宮沢首相 ｢労働倫理｣ 発言 に つ い て-
そ の 辺の とこ ろに ､ 働く倫理観と い うものが
欠けて い る の で は ないか とず っ と思 っ て きた ｡
今､ 御心配の こ とは 私は まさ に その こ とと
思 う し ､ ある意味で ､ わが国の バ ブル と言わ
れ るもの に つ い て もそ う い う要素が あ っ た と
思 う｡ そ れ か ら､ バ ブ ル があり ､ お 互 い ､ 今 ､
い ろ い ろ後始末が 大変で あるが ､ こ れ は や は
り国民全体に 対する教育 で あ っ た とすら思う｡
や は り､ 額 に汗して ､ 価値を作り上 げて い
く こ とが大事 な こ とで ある｡ 説教が ましく な
っ たが ､ お話が そう い う こ とで あり､ 私が感
じて い るの もそ う い う こ と で ある｡ ブ ッ シ ュ
大統領が教育 と い うこ と を言 い 出し た の も ､
こ う い うこ と をも う 一 度言お うと して い るの
13)
で は な い か と思う ｡ (ゴ シ ッ ク は林)
手も とに は 極めて 限 られ た 資料 し か無く ､
い く つ か の 主要米紙を参照する こ とな どむ ろ
ん 不可能だ が ､ 目 に つ い た 範囲 の報道 を､ 主
として ､ 首相発言の ｢私は ､ そ の 辺 の と こ ろ
に
､ 働く倫理観と い うもの が欠け て い るの で
は な い か とず っ と思 っ て きた｣ と い う部分 を
中心 として ､ 以下に 示す こ とに する ｡
先ず､ A P:
I ha u e~lo ng Lho zLghl LhaL they (Am e ric a ns)
la ch a w o ,h eth;･3'. (イ タ リ ッ ク ス は 林 ､ 以下
同様)
第 一 報 で は な い が ､ ロ イ タ ー :
M iya z a w a, a sked in the Diet o n Mo nday
what be tho ught lay behind Japan-U.S .
tr ade te n sio n s, s aid,
"
I ha velo ng felt that
15)
(Am e ric a n s) m ay ha vela ckedEke w o rkethic.
第 一 報 で は な い が ､ A F P- ユiji :
Spe aking to aDiet c o m mitte e e arlierin the
day, M iyaz a w ahad sai dthat
"
I s usL)ect that
Am e ,ic a nsha ve co m elo la ck a w o ,k e(h
l
i
6
.
"
(sic)
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署名入 りの記事を載 せ た ニ ュ ー ヨ ー ク ･ タ
イ ム ズ の 一 部 :
T O K Y O, Feb. 3
- Ju st ba ck fro m a quick
visit to the United States, Prim e M inister
Kiichi M iyazawa added his v oic e today to
tho s e of other Japa n e s epolitic al le aders
who have fo tlnd fa ult r e c e ntly with the w ay
Am eric a nsperfo r min the w orkpla c e.
He said I,hat Am eric a
"
m ay la ck a w o rk
ethic,
"
a ndthats o m e ofthe c o u ntry
'
s e c o n o mic
ills c a m e abo ut be c aus eto o m a ny Am e rican
c ollege gradu ate s he aded to W all Str e et in
the 1 9 80
'
s rather than produ cing things of
ll
valu e.
' '
Mr. M iyaz a w a
'
s c o m m e nts, m ade today
during a n atio n ally tele vis ed debate in
Parlia m e nt, s e e m ed bo u nd to furtherinfla m e
the atm o spher e betw e e nthe United States
a nd Japan. Tw o w e eks ago the Spe aker of
the lo w er ho us e of Parlia m e nt, Yo shio
Sakura u chi, to u ched off pr otest in the
United States whe n he te r m ed Am erica n
††
w orkers
"
lazy and s aid a third of the
17)
w orkfor c e w asillite r ate .
もう 一 つ ､ 今度は国内英字紙 ､ マ イ ニ チ ･
デ イ リ ー ･ ニ ュ ー ズ (以下､ マ イ ニ チとする)
の記事全文を引用する :
Prim e M in iste r Kiichi M iya za w a s aid
M o nday sL)e c ulatiue gre ed has eroded Eke
Am eric ayI W Ork ethic and m ade U.S . pr odu cts
le ss c ompetetive .
"
I s u sL)eel that Am e ric a n w o rke rsha v e c o m e
to la ck a w o rk ethic,
' '
M iyaza
'
wa s aid, charging
that spe c ulative m o n ey ga m es on W all Str e et
ove rthe pastde c ade have te mpted m any a w ay
fr o m m aking bigb- qu ality pr odu cts.
"
Be c a u s e s o m any Am erica n u niv e rsity
gr adu ates w e rr e r e c ruited into W al l Str e et,
the n u mbe r of e ngin e e rsiII Charge of de-
130 林
v eloplng go ods has de clin ed･
'' M iyaz a w a
s aid in respo n s eto a qu estio n by fo r m e r
Trade M inister Kabu n Muto in the Ho us e
of Repr es entativesBudget Co m mitte e.
Tbe U.S. w ork ethic has eroded, the prim e
ministe r s aid, after ye ars of
"
Ju nk-bo nd
''
de als
and le v er aged buy-o uts, with Am e rica n s
"
a cquiring otbers
'
pr operty witho ut c ash in
their bands .
"
Muto, before the sam e c om mitte e, blasted
Am eric a
'
s Big Thr e e a uto m aker s, s aying they
sbu o uld ac c ept criticis m fo r the U.S. tr ade
deficit withJapan.
He qu oted
"
Am eric an c o n s u m er s
"
a s c a u-
tio ning against buyillg a Ge n e r al Moto rs, Fo rd
o rC brysle r c arbuilt after the w eeke nd.
"
Am e ric an a uto w oke rs c a n n ot do their
jobs o nM o ndays be c au s ethey play to o m u ch
o n Saturdays and Su ndays,
' '
Muto said.
"
On
Fridays, they c an not put their he art and so ul
into their w o rk a sthey ar epr e o c c upied with
their pla n sto play the n e xtday･
"
T he c o m m ents by M iyaz aw a a nd Muto
-
m a rking the late st in a s erie s of less-tban-
flatte ring state m elits by Japa n e s epoliticia n s
abo ut U.S. w orkers - co m e o nthe he els of
r epo rted r e m arks by Ho us e of Repre sentativ e s
Spe ake r Yo shio Sakur au chi that Am ericaⅢ
w orke rs ar ela zy and la rgelyilliter ate .
M iyaz a w a s aid the United State shas r ea ched
a
"
s e rio us situ atio n partly be c au se of a
"
lo os e
i.i.
inte rpr etatio n ofthe policy of cr e ating valu able
things tbro ugb pr odu ctio n activities.
In ste ad, m a ny U.S. in v e stors inc ur red he avy
debts buying o ut c om apnies a nd then
"
w e nt
bankr uptbe c au sethey c o uldn ot m akeinter e st
paym e nts,
"
M iyaz a w a s aid･
The prim e minister saidthe sa m efo rc e s
w ere at w o rk iII Japan
'
s s o-c alled
` `
bubble
e c o n o my
''
of skyro cketing lald and se c u rities
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pric e s, but he saidthe c ollaps e ofthe spec ula-
tiv ebub bleinJapan
"
ta ught the whole nation a
le ssoll.
' '
Muto, in his c o m m e nts o nthe U.S . a uto
industry, s aid he held the m an age m e nt of
the Big T hr e e m or e r espo n sible for the
industry
'
s w o e sthan auto w orke rs, adding
that U.S. exe c utives sho uld not bold Japan
s olely r espo nsible fo r the bilate ral trade
18)
imbalaII C e.
こ の ほ か に ､ 共 同通信 と U PIの 記事 が あ
れば よ い の だ が ､ 残念 な が ら参照 で き な い ｡
し か し ､ 共同通信の記事は ､ 後述するが ､ 上
記 マ イ ニ チ の もの と ほ ぼ同 じと推察され る ｡
さて
､ 問題と なるの は ､ 宮沢発言の ｢ - -
働く倫理観と い うもの が欠けて い る ･ - -｣ に
対応する英訳文の 適否で ある｡ 上記の 例では
(lack/ m ay lack) a w ork ethic ､ ま た は ､
(m ay ha v ela cked /ha v e c o m eto la ck) a /
tbe w o rk etbic と い う (文の) 述部に 対す る
主語 と し て ､ Am eric an s, Am e ric a, Am eric a n
w o rkersが与 えられ て い るが ､ これ は 果 た し
て 適切 だ ろう か ｡ また ､ 原文の 問題 の部分 と ､
そ の 直前部 に述 べ られ て い る こ とと の照応関
係は 正 し く把握され て い るだ ろう か ｡
3 考察と問題点
発言の ほ とぼりが さめ か けた 頃 ､ 朝日新聞
の コ ラ ム ｢窓｣ に
` `
誤報の構造
"
と題する 一
文が出た ｡ こ れは ､ ほ ぼ 同じ頃に発行され た
週刊誌 A E R A に掲載 の ｢反日煽 る米 の 歪 曲
報道｣ と い う記事を紹介 した もの だ が ､ そ の
｢窓｣ か ら 一 部 を次に 引用 する｡
宮沢首相の発言は ､ 米国の 企業買収や 日本
の バ ブ ル な ど マ ネ ー ゲ ー ム 化 し た 経済 を ､
｢額に 汗 して もの をつ く る勤労の倫理が大切｣
と い う観点か ら批判 し た もの で ､ 米国の 労働
報道 と テ キ ス ト 処理一宮沢首相 ｢労働倫理｣ 発言 に つ い て-
老を批判する言葉は なか っ た ｡
と こ ろが A P通信は ｢私は 彼 ら (ア メ リ カ
人) が労働倫理を欠 い て い ると ､ ず っ と考 え
て き た｣ と発言を伝 え ､ U PI通信は ｢宮沢首
相は ア メ リ カ人労働者 をぶ っ た た き ､ 彼 らは
勤労 の倫理 に 欠けると非難 した｣ と い う書き
出し で報道した ｡
ア メ リ カ人労働者と い う言葉を入 れた 記事
を先に配信 した の は ､ 共同通信だ っ た ら し い ｡
同通信の 記事 に は ｢ア メ リ カ人労働者は 労働
の 倫理を欠 い て きた ､ と宮沢は 述 べ｣ と誤 っ
た 引用 部分がある ｡
外国の報道機関が ､ 日本の 国会の や りとり
を現場で取材する こ とは まずない ｡ 多分 ､ 外
国通信社は 共同通信をみて ｢また ､ 日本の 政
19)
治家 の米国た た き｣ と勇み 立 っ た の だ ろ う｡
こ れ に 対して ､ や が て ､ 先ず A P通信の 東
京支局次長が朝 日新聞の読者投稿欄 ｢声｣ に ､
｢慎重を期 した｣ と反論を寄 せ た ｡
A P は NH Kの 国会 中継 を録画 し な が ら見
て お り ､ 衆院予算委員会で ｢宮沢発言｣ が あ
っ た後 ､ 録画 テ ー プを検証 し な が ら ､ 日本人
記者を含 む数人の編集 ス グ ッ フ が慎重 な議論
を重ね ､ 公 正 を期 して 記事 に し ました ｡ - - ･
A P は第 一 報 の記事の 中 で ｢宮沢首相 の 発言
は 米国人労働者に 対する批評と言うよりも､
米国経済の衰退を助長して きた と彼が信じ る
最近の傾 向の 評価 であり､ 米国人評論家も似
た よ うな論評 を下 して きて い る｣ と も報じて
20)
い ます｡
共同通信 も国際局長が朝日新聞の ｢論壇｣
で反論 した ｡
共 同英文 ワ ー ル ド ･ サ ー ビ ス (K W S)は ､
通信社 の信頼性に も か かわ る批判 を受け た が ､
共同通信は そ の 内容に確信をも っ て い る｡ 衆
院予算委と い う時 と場所 ､ 質問の 内容､ 米国
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の教育 に触れた 締めく くりな ど前後のやりと
りを総合的に 検討 し ､ 報道に値すると判断し
21)
た ｡
共同通信 の 報道に つ い て A E R Aが ｢反 日
煽 る米の 歪曲報道｣ で述 べ て い る こ とを こ こ
で 少 し見て みよ う｡
(共同通信は) 発言の趣旨を比較的正 しく
伝え ､ ｢宮沢首相 は ､ 投機的 な欲望が ア メ リ
カの 労働倫理を浸食した ､ と述 べ た｣ と い う
書き 出し な が ら ､ ｢ア メ リ カ人労働者は 労働
の倫理 を欠い て きた ､ と宮沢は 述 べ｣ と誤 っ
た 引用 を して い る ｡ こ の 共同電も (A P同様)
桜内発言 に 触れ ､ ｢ア メ リ カ人労働者 は 怠 け
物で 大半が文盲だ ､ と語り - - ｣ と して い る｡
- -
･ 共 同の 佐 々 木担海外部長は ､ ｢共 同電が
間違い の も とで は ､ と言われて 弱 っ て い る ｡
だ が ､ こ ちらは ､ 宮沢発言の 言葉尻をとら え
て 非難するの で は な く ､ 全体的な前後関係 は
正 しく書い た つ もり ｡ 一 部 で は な く全体を見
て 比較 し､ 評価 して ほ し い ｡ 大半が文盲 ､ の
部分は 訂正 する｡ 日本人記者は 正確に 『三 ○
% が文盲』 と述 べ た ､ と書い て い た の に ､ 米
人の コ ピ ー リ ー ダ ーJ(英文 をチ ェ ッ クする係)
22)
が ラ ー ジ リ ー (大半)と書き変 えた｣ と言う｡
こ れ を読ん で前節に 引用 した マ イ ニ チ の記
事全体を再び ながめ ると ､ マ イ ニ チ の 記事に
共同電の い わ ば ｢エ コ ー ｣ が感 じられ る こ と
が分 か る ｡ マ イ ニ チ は共同電を下敷き に して
書 い た か ､ ある い は報道 の ソ ー ス を明示して
は い な い が ､ ほ とん ど共同電の 記事そ の もの
だ と い う こ とが推察で き るの で ある ｡ 先に 引
用 し た朝日 ｢
~
論壇｣ の共同通信側の ｢小論｣
に は ､ ま た ､ ｢日本の 政治家の 言葉は ､ 主 語
が どれ で ､ 述語が どこ か もよく わか らず ､ 真
意が とら えに く い の も報道上の 難点で ある ｡
そ の まま で は 英文に な ら な い o - ･ ･ ･ K W S は
- - (従っ て) 英文構成上 ､ 『米国の 労働者』
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と の主語を補 っ た ｡ だ か らと い っ て ､ 発言が
労働者だ け取り出し た の で は な く ､ 広く米国
の 現状 を批判 し た も の で ある こ と も ､ 記事全
体 を読め ば 明らか で あ ろう｣ と い う箇所があ
る ｡
実は∴問題点の 一 つ が こ の 辺 りに 存在する
の で ある｡ 一 般 に ､ 言語の 運用(perform a n c e)､
特に 口頭言語の運用 に お い て は表現上 の 首尾
一 貫性が著 しく不足する ｡ 予め 準備 された 発
言で は なく ､ い わば ｢即興｣ の 場合､ 表現が
整わず､ あ い ま い で 不透 明な部分の 多 い の が
口 頭語 の 本質的 な特 徴 な の で あ る ｡ JaL)a n
V ie w s誌は 宮沢発言の 日本語を
"
m uddled
''
で
23)
"
m e a nde ring
"
と評し た が ､ 政治家 で あろ う と
誰で あろう と､ 通常､ 事前の 準備の 伴わ な い
口頭言語は 日本語 で も英語で も整わ ぬ もの で
ある｡ 仮に ､ 宮沢首相自身が速記録 に手を入
れて 文章 と して の体裁を整えよ うとするな ら､
そ こ に ある種 の エ デ ィ テ ィ ン グ(editing)の作
24)
用 が働く こ とに な る｡ 最低限論旨の 理解に支
障 の な い よう修正 が加 えられ ､ 更に ､ 文体上 ､
修辞上 の 推 こ うもな され る かもしれ な い ｡ 発
言内容 を取材する報道記者の 場合も同様 で あ
る ｡ 発言内容は そ の ま ま記事に ならな い ｡ 真
意 を損ね な い範囲 で補正 する こ と は 当然 で あ
る
｡
また ､ 報道 の観点上 ､ 一 定 の 取捨選択を
する こ とも 当然 の こ と である ｡ エ デ ィ テ ィ ン
グは
､
こ こ で も行なわれ る ｡ しか し ､ こ れ ま
た 当然な が ら ､ そ こ に 事実誤認があ っ て は な
らな い ｡
宮沢発言の 問題 の 一 文 の 場合 ､ 英訳文 で
補 わ れ た 主 語 は ､ Am eric a ､ Am erica n s､
Am e rican Ⅵ)rkers で あるが ､ Am ericaが最 も
抽象度が高く ､ Am e ric a n w orke rsが最も具体
的で ある｡ 共 同通信は そ の最も具体的で ､ 従
っ て指示範囲 の狭 い 語 を選ん だ ｡ 読者は そ こ
か ら工 場労働者を連想する こ と に な る｡ こ れ
を事実誤認 とみ る か ど う か だ が ､ 問題 の文 と
そ の直前部 と の 照応関係 に注 意を払 っ て お れ
ば ｢働く倫理観と い うもの が 欠け て い る｣ の
暢夫
は ウ ォ ー ル 街で マ ネ ー ゲ ー ム に 狂奔する人た
ちだ と い う こ とが分 か る こ とに なる｡
実は ､ そ の ように 考え るた め の い わば ｢道
標｣ があ っ た ｡ 照応関係を示す ｢そ の 辺 の と
こ ろに｣ と い う文成分が そ れ で ある ｡ ｢そ の
辺 の と こ ろ｣ が どの 辺 か がは っ きり しな か っ
た のが そ もそも 一 連の 騒 ぎの 元と な っ た ｡ な
る ほ ど､ ｢発言が労働者だ け取 り 出し た の で
は なく ､ 広く米国の現状を批判 した もの であ
る こ とも ､ 記事全体 を読 鍬 ゴ明らか で あろう｣
が ､ や は り問題の 箇所の 刺激が強過 ぎる結果
と な っ た こ とは 否め な い だ ろ う｡
問題の 一 文の英訳に つ い て 意見 を述 べ る 一
読者の投稿が マ イ ニ チ の 読者欄に あらわれた ｡
こ の 読者は 意見と とも に自分自身の 試訳を披
露した ｡
It is m y impr essio n he n c ethat s o m e
Am e ric a ns a s m e ntio ed e arilier(- tho se who
played with m o n ey m arketin W all Str e etjust
asits c o unterparts in Japa n) ap pe arto have
lo st the virtu e (of r espe cting m a n ufa ctu ring
25)
jobs).
こ れ は 誤解を避けるた めの 工夫を凝らし た訳
である ｡ こ れ ならさ ほ どア メ リ カ人読者の反
感を買う心配は なか っ た で あろう ｡
発言の 直後､ 日本政府は ｢外交 ル ー トを通
じて 発言の真意を米政府に伝 えた｣ こ とは 前
に 述 べ た ｡ そ れ で は ､ そ の 真意を伝 えるもの
は 何で あ っ た か と い う と､ 多分 ､ そ の重要な
一 部は 外務省に よる議事録英訳文 であ っ た ろ
う ｡ ニ ュ ー ヨ ー ク ･ タ イ ム ズが こ れ を公表 し
た
｡
I have be ard yo urc om ment, which is e asy to
u Ⅲderstnd. [You rpoint wouldbe]there is
s om etbillg thatislackingin Am e ric a. Lo oking
at what things hav e c om e to over the pa st 10
ye ars: we might say that the interpr etation of
pr oducing things or cre ating valu ehasbe com e
報道 と テ キ ス ト処 理 一 宮 沢首相 ｢労働倫理｣ 発言 に つ い て-
v e ry lo os e; it
'
s that n o o n edo ubts that valu e
c anbe cr e ated in the m o n ey m arket. Creating
things by the s w e at of o ur bro ws, a kind of
w o rk ethic, is relatedto v ario usthings. T her e
is probably e v e n a c onn e ctio n with c o mpute rs.
Pe ople gr adu ating fr o m u niv e rsities ar egoing
to W al l Str e etforhighsalaries. As are sult,
the n u mber of e ngille erS, Who actu ally m ake
things, is shrinking, s o m ething Repr e s e ntativ e
[Kabu n]M uto and I both s e e.
W bile w e w e r edebating whether this
situ atio n wa s all right o r not, the m o n ey
m arket advanc ed andju nk bo nds ap pe ar ed -
)
'
u nk bonds, )
L
u st a s their n a m eimplies. a r e
very da nger o us. W e ha v ethes eleveraged
buyo uts whe r ethos e witho ut their o w n m o n ey
c anbuy up things, and the n, ull able to pay the
intere st on their debts, [the c o mpa nies]fall
into ba nkruptcy. It sho uld be obvio u sto
anyo n ethat s u ch a situ atio n c o uldnot c o ntin u e
lo ng.
Yet, over the past 1 0yea rs, this v ery situ-
atio nhas c o nti u ed. I ha velo ngfelt that this
mightin v olve so m ething like ala ck of a w o rk
~ethic. Ithink what yo u are w or rying abo uti畠
r elated to this situatioll. In o n e se n s e, th r e
are m any of the se s a m e ele m e nts pre s e nt iII
what hasbe e n calledJapa n
'
s bub ble ec onom y,
Afterthis bubble [burst】, both【 c o u ntries]
n o wha v e alot to cle an up in the afte r m ath,
a nd allof o ur pe ople le ar n ed a lot fr o mthis.
It is v e ry important to buildthings of valu e
with the s w e at of o u rbro w s. T his m ay so u nd
like a s er mon, but what I hav e sai d is what
i fe el. m e n Pre sident Bush talks abo ut
edu catio n, I believe be is trying to r eite r ate
26)
the abo ve kind of m e ssage .
こ れ は 外務省の 苦心 の訳 で あろう
｡
な る べ
く発言内容をありの ま まに伝 え よ うと して逐
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語訳を心が けた ようだ ｡ 原文の 乱れ がある か
ら こ こ こ で もや は り エ デ ィ テ ィ ン グが行な わ
れ る ｡ し か し ､ こ れは 苦心 の訳 で は あ っ ても､
あた りま えだ が ､ 名文 で は な い ｡ また ､ 名文
で ある必要も な い ｡ 駐米日本大使館の ス テ ー
ト メ ン ト に多分付随の こ の 訳文 を ブ ッ シ ュ 大
統領は読ん だ 筈だ ｡ 大統領の 次の言葉 に ある
"
the c or re ctio n
"
は こ の 訳文を指すの だ ろう｡
I als o saw the c orr e ctio nby Mr. M iya z a w a,
I
'
m ple as ed to say ･ ･ ･I a c c eptitfor whatit w as,
a v e ry clear state m e ntfr o m ago od m an.
(He w as)going o ut of his w ay to mal(e cle ar
that he was n ot de n o u n cing all Am e ric a n
27)
workers . - .
日本人の もの の 考え方 を正確 に伝 え､ 外国
人の誤解を防ぐた め ､ 日本国内の新聞 ･ 雑誌
等 の主要論文 ･ 記事を英訳で掲載す る専門の
雑誌 JaPa nV ie w sは宮沢発言 の独自の英訳文
を掲載 した ｡ 発言の 日本語は とて も逐語訳に
は 耐え な い の で 意訳(inte rpr etativ e re nditio n)
と断 っ て い る ｡ 以下が そ の訳文 で ある｡
Whatis missingin the United State stoday ?
What hap pe n ed o v erthe last de c ade or s oto
bring Am eric an sto the pres e nt state of affairs?
It se e m sto I°e they n o wbelie v ethat valu e
ca nbe cr eated by de alingin sto cks and bo nds,
a s op pos ed to the e mphasis on making things.
The tr aditio nal work ethic c e nte red ar o u ndthe
indu strialpr o c ess- in v e nt s o m ething, de v elop
it a nd tu rn it out on a n a s s e mbly line - gr ea se
o nyo urha nds and s w e at o nyo ur br o w.
Ma ny y() u ng A m e rica n s with adv a nc ed
kno wledge of c o mpute rs hムv e gotten high-
payingjobs on W all Str e et. Co ns equ e ntly, the
n u mber of e ngin e er sha s ste adily de clin ed,
whichltho ught w as an u nhe althy tr e nd. T hen
in the 19 8 0s the m o n ey m arket flo urisbied,
driv e nbyju nk bo nds and leveraged buyo uts.
Ag gre ssive m an agers a nd co rpo rate raiders
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acquired c o mpallies witho ut in v esting their
o wn c apitala nd the nfo u nd the m selv es s ad dled
with en o r m o usdebt, a nd m a ny w e nt ba nkrupt.
This bizarre w ay of doing busines s o m eho w
thriv ed for
.
m or ethan a de c ade ･
So m e whe re alongthe linethe go od oldw ork
ethic gotlost. T he spe c ulativ efr e n zyinJapa n
in the late 19 80s had a similar effe ct.
Altbo ugb the afte r m ath is paiI血1 for both
n atio rlS, I belie v e w ehav ele ar n ed ale sson . I
do n
'
t m e a nto pr ea ch, but the be st w ay to
c re ate valu eis by the sw eat of yo u rbr ow . I
pr es u m ethat is what Pr e sident Ge orge Bush
28)
hasin mind when he talks abo ut educ ation .
外務省訳に 比 べ て ､ むろん両者の 狙い は異
なるが ､ こ れ は さすが に文章と して 見事なも
の で ある｡ 無駄は なく ､ か つ 肝腎の 要点は き
ちん と含 まれ て い る ｡ 整 い 過ぎて 速記録の 訳
文に は な らな い が ､ 発言の 真意を伝 えるの に
は これ が 一 番であ る｡
さて
､ 報道記者が取材 ･ 報道をする場合､
対象が現場で 取材する物理的 ･ 人的な事象 ･
事件 の 場合 と ､ 例 え ば ､ 首相発言 の よ う な
(言語)テ キ ス トあ る い は ｢談話｣ (disc o u rs e)
そ の もの の場合とが ある｡ 後者の 場合 ､ テ キ
ス トは文字に よ っ て 記録化され た もの の みで
なく 口頭語に よるもの をも含 む｡ 取材対象と
な るテ キ ス トを｢ソ ー ス ･ テ キ ス ト｣ (s o urc e
text)､ そ れに 基づ き報道記事に され た テ キ ス
トを ｢ニ ュ ー ス ･ テ キ ス ト｣ (n e w ste xt)とし
よ う ｡ あ る い は ､ ｢原テ キ ス ト｣､ ｢報道 テ キ
ス ト｣ と して もよ い ｡ そ うすると ､ 報道記者
が ソ ー ス ･ テ キ ス トか ら ニ ュ ー ス ･ テ キ ス ト
を作 る過程は 一 種 の ｢テ キ ス ト処 理｣ (text
29)
pr o c essing)の 過程 とみ なす こ とが で き る ｡ 大
雑把に 言 っ て ､ すで に 触れ た エ デ ィ テ ィ ン グ
と い う操作は こ の テ キ ス ト処 理の 作業 とみ な
して 差 し支 えな い で あろう ｡
暢夫
上記 の よ うな テ キ ス ト処理 に お い て ､ 宮沢
発言と の 関連で考 えられ る問題点 の 一 つ は ソ
ー ス ･ テ キ ス トが 口頭語に よるもの だと い う
こ とである ｡ 仮に ､ 議事録が 出た 後で の取材
であれ ばも っ と慎重に な っ た で あろう ｡ こ こ
に は ニ ュ - ス報道に お ける時間 の制約が絡ん
で く る｡ も う 一 つ の 問題点 は ､ ソ ー ス ･ テ キ
ス トの言語が日本語 で ､ ニ ュ ー ス ･ テ キ ス ト
の 言語が英語で あると い うよう に ､ テ キ ス ト
処理が異言語間に わた り翻訳 を伴うもの であ
る こ とで ある ｡ 日本語と英語の よう に ､ 構造
の 非常に 異な る言語間の翻訳 は テ キ ス ト処理
の 難点と な る ｡ また ､ 翻訳に 日本人記者が 当
た る場合､ 普通､ 英語 を母語 とする コ ピ ー ･
リ ー ダ ー が英文を点検するが ､ そ の際 ､ 不注
意に よる か ､ 意図的か は ともか く ､ ソ ー ス ･
テ キ ス トが歪 め られ る可能性が ある ｡ ｢ 三○
%｣ を
"
largely
"
と した の は そ の 一 例で ある ｡
実は 武藤議員の 質問に は ア メ リ カ自動車産
業の労働者に 関する コ メ ン トが含まれて い る｡
残念 なが ら議事録を見な い と詳 し い こ とは 分
か らな い が ､ 先 に 引用した マ イ ニ チ の 記事 の
後半部 を見れ ば 概略 の 見 当は つ く ｡ 大体 ､
｢ア メ リ カ の 自動車産業労働者 は 週末 に 遊び
過 ぎて月曜日は 仕事 に身が入 らな い ｡ 金曜日
に な ると
､ 今度は 翌日の 遊びの 計画 に気も そ
ぞ ろ に なり ､ ま た ､ 仕事 に熱中で き な い ｡ だ
か ら､ ア メ リ カ の 消費者は G M ､ フ ォ ー ド､
ク ライ ス ラ ー な どの 米国製の 車を ､ 週の は じ
め に 生産さ れた もの は ､ なる べ く買わ な い よ
うに して い ると言われ て い る｣ と い う内容ら
30)
し い ｡ 武藤氏の意図は 日米貿易不均衡の ､ よ
り大きな 責任 は米側自動車産業の経営者 に あ
っ て 日本に だ け そ の 責任 を押 し付 け るの は お
か し い と米側 に ｢分 か っ て い た だ く よう 日本
は 努力を して い く べ きだ｣ と首相に訴 える こ
とに あ っ た ようだ ｡
こ の コ メ ン ト で は 自動車工 業の ｢労働者｣
と い う言葉が幾度か 出た こ とが 想像で き る｡
首相発言の しば らく前 に は桜 内衆院議長に よ
報道 と テ キ ス ト処 理 一 宮沢首相 ｢労働倫 理｣ 発言 に つ い て-
るア メ リ カ人労働者に つ い て の 発言がある ｡
こ う い っ た こ とが幾分 か誘導的な作用 と して
働く こ とは な い だ ろう か ｡
誘導的 な作用 があ っ た と して も ､ 宮沢首相
は 結果 と して そ の 誘導 に は乗 ら な か っ た ｡
｢労働者｣ と い う言葉 を使 っ て い な い の で あ
る｡ し か し ､ それ を報道する側に そ の 誘導作
用が働 い た か もしれ な い ｡ ソ ー ス ･ テ キ ス ト
をそ の誘導 の 力に 引か れて 解釈 した か もしれ
な い の で ある｡
以前に あ っ た こ とが背景的知識 となり､ そ
の総体的 な枠 ぐみが 現在に お け るテ キ ス ト理
解 を助け た り ､ 妨げた りする こ とが ある｡ こ
31)
じ つ け が まし い が ､ そ の枠 ぐみ(fr a m e)が ､
問題 の 一 文 の 主語 に American worker sを選
ば せ る こ とに つ な が っ た の か も し れ な い ｡
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宮沢発言 は何故 ア メ リ カ で あれ ほ ど波紋を
広 げ ､ 何故彼らの 神経 を逆撫で した の であろ
う か ｡ 武藤氏の コ メ ン トも含めて 首相の考え
方の 趣旨に 同感 の ア メ リ カ人は 少な く な い し ､
ア メ リ カ の メ デ ィ ア 自体がその よう な報道 を
する こ とも少 なく な い ｡ 同様の こと は桜内発
言 ､ ま た遡 っ て 中曽根首相の ｢知的水準｣ 発
言の 場合に つ い て も言える ｡ し か し､ こ れ は
本稿 で扱う もの とは また 別の 問題で ある ｡
宮沢発言を取り巻く 一 連の事柄か ら得られ
る重要な教訓は ､ マ イ ニ チ に 投稿した読者の
次の 言葉に最も的確に 表現されて い ると言 え
よ う｡
Ev eryo n e se e m sto hav e miss ed the point
which is that the be ad of state do es n ot
32)
criticize anothe r c o u ntryin apublicfor u m.
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